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カ
ー
テ
ン
を
開
け
れ
ば
野
山
は
雪
景
色
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な
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年
重
ね
見
送
る
こ
と
の
多
く
な
り
命
あ
る
日
々
あ
り
が
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生
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冬
の
野
の
枯
れ
草
剥
け
ば
緑
の
芽
愛
は
静
か
に
命
を
紡
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ピ
ラ
カ
ン
サ
枝
垂
れ
る
程
に
赤
き
実
は
青
空
の
な
か
小
鳥
待
ち
お
り

小
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敏
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冬
の
使
者
湖
岸
を
走
る
鴨
い
な
い
い
つ
も
の
鴨
は
ど
こ
に
行
っ
た
か

五
百
蔵
利
美

　
　

  　
　
　
　
　
　
　

                    　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

厳
寒
も
お
日
様
有
り
て
風
も
無
く
外
仕
事
出
来
き
有
難
か
り
き

畠
山　

千
江

　
　

           　
　
　
　
　

お
富
さ
ん
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
に
不
満
顔
あ
た
し
の
レ
コ
ー
ド
も
っ
と
か
け
て
や

森
本
早
智
男

　
　

   　
　
　
　
　
　

お
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こ　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　

ぬ
く
め
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

亡
き
叔
父
の
十
八
番
の
飯
は
酒
茶
漬
け
温
飯
の
上
冷
酒
か
け
て

西
後
入　

裕

　
　

   　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

こ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

頂
点
の
平
和
昭
和
を
通
過
し
た
炬
燵
テ
レ
ビ
に
こ
ま
ど
り
姉
妹

森
本　

幸
美
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寒
い
冬
冬
至
す
ぎ
て
も
暖
か
く
雪
の
白
さ
も
ま
だ
目
に
も
見
ず

八
王
子
小
太
郎
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桜
咲
き
花
よ
り
だ
ん
ご
盃
重
ね
立
て
ば
ふ
ら
り
ふ
う
又
座
る

樫
谷　

昌
子
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高
知
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会

◆

                                                                                                          

　
　
　

い
た
だ
き
し
ワ
イ
ン
ふ
ふ
み
て
朝
ま
で
を
わ
づ
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ひ
も
た
ず
眠
る
し
あ
は
せ

佐
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玲
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小
柄
で
も
足
の
速
さ
を
言
ひ
し
母
セ
ピ
ア
色
な
る
賞
状
を
見
て

中
澤　

民
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

陽
と
風
に
さ
ら
さ
れ
柿
は
ゆ
つ
く
り
と
あ
め
色
と
な
り
冬
に
溶
け
こ
む

中
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定
子

　
　
　

       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

と
ろ
け
る
よ
う
な
眠
り
の
つ
づ
く
こ
の
三
日
膝
の
痛
み
の
わ
ず
か
緩
み
て

佐
々
木
真
里
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モ
ー
ニ
ン
グ
上
が
り
ま
し
た｣

と
一
人
言
つ
窓
に
青
葉
の
揺
れ
る
キ
ッ
チ
ン

吉
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悦
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こ
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布
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の
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清
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十
月
半
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過
ぎ
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と
い
ふ
に

森
本　

節
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誰
も
ゐ
ぬ
道
を
歩
き
て
満
月
に
照
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さ
れ
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ゐ
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独
り
の
私

前
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竜
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
周
忌
の
墓
前
に
子
ら
と
手
を
合
わ
す
そ
ば
に
飛
ぶ
蝶
そ
れ
は
義
母
か
と

柳
本　

寿
麻
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ス
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ツ
プ
の
幼
を
先
に
親
子
連
れ
参
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あ
ゆ
む
初
陽
あ
び
つ
つ

古
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安
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ゆ
ふ
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こ
の
席
に
亡
き
夫
居
れ
ば
と
ふ
と
思
ふ
美
味
な
る
夕
餉
一
人
食
す
る

大
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綏
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わ
が
生
命
統
ぶ
る
は
た
れ
ぞ
生
か
さ
れ
て
新
し
き
春
を
子
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と
寿
ぐ

竹
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咲
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古
き
小
屋
交
流
の
場
と
な
り
久
し
渡
し
た
き
小
道
具
持
ち
帰
り
て
く
れ

門
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明
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故
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の
香
に
抱
か
れ
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寢
ね
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ば
日
高
く
な
る
ま
で
醒
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と
息
の
言
ふ

公
文　

正
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流
れ
速
き
水
路
の
先
の
角
に
立
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も
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待
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お
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井
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有
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し
き
子
に
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三
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の
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に
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や
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も
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パ
ン
教
室
着
物
の
着
付
け
友
達
と
喜
寿
の
今
年
は
一
年
発
起
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得
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る
も
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あ
ら
可
愛
い
仙
台
屋
ザ
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ラ
何
輪
か
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は
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に
春
を
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と
い
て

野
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典
子

　
　
　

　
　
　
　
　
　

   　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

軽
ト
ラ
が
や
っ
と
通
れ
る
田
舎
道
村
人
草
を
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刈
り
て
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久
し
振
り
親
子
三
人
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ピ
ン
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も
吾
も
満
喫
し
た
よ
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恵
樹
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老
犬
の
上
が
り
框
を
登
れ
ず
に
照
れ
た
る
や
う
な
仕
草
を
見
せ
る

藤
本
す
み
子

【
短

歌
】

　
　

広
報
委
員
会　

選

ふ
る
さ
と　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

掲
載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
７
８
２－
８
５
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（
住
所
記
載
不
要
）

５
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５
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８

か
～
み
ぃ
ち
ゃ
ん

香
美
市
立
図
書
館

た
ち
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の

方
で
、
お
子
さ
ん
が
取
り
組
ん

で
い
る
学
習
内
容
に
つ
い
て
ご

覧
に
な
り
た
い
方
に
も
お
す
す

め
で
す
。

※
 

教
科
書
関
連
本
は
貸
出
可
能
で
す
が
、

教
科
書
は
館
内
閲
覧
の
み
と
な
り
ま
す
。

◆
物
部
分
館
の
開
館
曜
日
と

職
員
対
応
に
つ
い
て

　

人
員
体
制
の
見
直
し
に
よ
り
、

令
和
８
年
４
月
以
降
は
、
火
・

土
・
日
曜
日
に
職
員
が
常
駐
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
曜
日 (

水
・
木
・
金
曜
日) 

は
、

９
時
か
ら
10
時
ま
で
は
職
員
が

◆
第
４
回

か
み
ー
る
読
書
会

　

２
カ
月
に
１
回
、
か
み
ー
る

で
読
書
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】

気
持
ち
が
明
る
く
な
る
本

【
日
時
】
３
月
28
日 (

土)

10
時
30
分
～
12
時

【
場
所
】

か
み
ー
る

グ
ル
ー
プ
室
３

【
定
員
】
６
名　

※
 

要
予
約

【
持
ち
物
】

紹
介
す
る
資
料
・
飲
み
物

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る

☎
53
・
０
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０
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◆
教
科
書
コ
ー
ナ
ー
を
ご
紹
介

　

か
み
ー
る
の
児
童
書
架
に
は
、

「
教
科
書
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

香
美
市
の
小
・
中
学
校
で
使
わ

れ
て
い
る
教
科
書
と
国
語
・
理

科
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
本
を
、
学
年
ご
と
に
並
べ
て

い
ま
す
。
教
科
書
で
ふ
れ
た
物

語
の
続
き
を
読
み
た
い
子
ど
も

『木のギフト』の製品のご紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています！

『木のギフト』のプレゼントを希望される方は、新生児訪問の際にお渡しする
パンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

　かみんぐBABY木のギフトには、主に香美市の木
を使用しています。

♢動物の広場箱セット (㈱なかよしライブラリー)♢
　お風呂でも使えるかわいい動物型の木の積み木

です。たっぷり２０ピース入りですので、積み上

げ方も無限大で、ヒノキのいい香りもします。

『木のギフト』のプレゼントを希望される方は、新生児訪問の際にお渡しする
パンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

香美市から木のギフト

を受け取られた皆さん

からのご感想、写真を

募集しています。投稿

者の氏名、写真、写真

に映っている方の名前

(ペンネームで構いま

せん)と感想を、下の

メールアドレスまでお

送りください。

お
り
ま
す
が
、
10
時
以
降
は
不

在
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
館
内
サ
ー
ビ
ス
に

一
部
制
限
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
職
員
不
在
の
場

合
は
、
物
部
支
所
の
職
員
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
貸
出
・
返
却
や
本
の

予
約
、
各
種
ご
相
談
な
ど
は
、

で
き
る
限
り
火
・
土
・
日
曜
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
快
適
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

香
美
市
立
図
書
館

☎
53
・
０
３
０
１


